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令和７年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）
福岡県立川崎特別支援学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）
　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針 児童生徒一人一人が大切にされ、将来の希望が見いだせる学校づくり
　　〇　一人一人の教育的ニーズに応える学校　　　〇　児童生徒の人権が尊重された安全で安心な学校　　　〇　保護者や地域社会に信頼される学校

B Ｂ

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標
（成果）
・授業改善会議等を通した定期的な
授業の見直し
・組織的な生徒指導体制の整備
・進路指導における講師招聘研修会
や事業所見学の充実
（課題）
・年間指導計画等を活用した系統性
のある指導の充実
・授業におけるICT活用の推進
・安全・安心な教育環境の更なる整
備

一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導
及び必要な支援の実践

①PDCAサイクルに基づいた、個に応じた教育課程の充実　②鍛ほめ福岡メソッドに基づいた目標設定や支援の実践　③
ICT機器の効果的な活用や校内研究、研究授業を通した授業実践力の向上　④キャリア教育、道徳教育、食に関する指
導、性に関する指導の充実

安全・安心な教育環境の整備
①いじめや不登校等の未然防止　②児童生徒一人一人に寄り添った丁寧な指導の実践　③ケース会議等による児童生徒
の課題に関する情報共有や、関係機関と連携した対応　④緊急時シミュレーションや避難訓練の効果的実働的な実施

保護者、地域、関係機関等との連携
①保護者との相互理解の深化　②PTA活動の活性化、保護者との連携力、教育力の向上　③交流及び共同学習の計画的
な推進　④ホームページ等の広報活動の充実　⑤地域の学校や教育関係者への相談支援の充実　⑥地域の適正な就学
支援体制づくりのための田川地区教育委員会等との連携強化

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

学習指導

（小）系統的な年間指導計画と
単元題材別指導計画を作成す
る。

音楽・図画工作・体育の学びを整理し、年間指導計画を見直す。
Ａ

Ａ

Ａ

・運動会では、児童生徒一人一人が種目に挑
戦してやり遂げる姿を参観することができた。
先生方は、手厚い支援を行いながらも、子ども
たちに自分の力でやり遂げさせようとする姿勢
が感じられた。

・交流相手校として、交流及び共同学習につ
いて、さらに充実させていきたい。

学期ごとの授業改善会議で単元題材別指導計画を活用し、授業の見直しを図る。

（小）児童一人一人に寄り添っ
た丁寧な指導の充実を図る。

学部会や朝の打ち合わせ時間を活用して、指導上の配慮点や指導方針について共
通理解を図る。 Ａ
児童の人権が尊重されるような適切な言葉掛けや接し方を心掛ける。

（中）年間及び単元指導計画を
作成し、授業実践に生かす。

目標、内容を整理した年間及び単元指導計画を作成することで授業実践力を高め
る。

Ｂ

Ａ

・年間指導計画や単元題材別指導計画を必要に応じ見直すことで授
業の質の向上に努める。
・単元や本時のねらいについて教師間で共有し、生徒個々の目標を踏
まえ、個に応じた支援及び手立てを講じ、適正な評価につなげる。
・情報を学部会等で共有し、一貫した指導体制を整えることができた。
次年度以降は、将来を見据えた視点を交えて保護者や関係機関と協
働していく。

作業学習等の年間及び単元指導計画作成にあたり、３年間を見通した学習計画を立
てる。

（中）関係機関等と連携し、障が
いの状態等の変化を把握する。

家庭環境を把握し、本人や家族への必要な支援について学部で検討し共通理解を図
る。

Ａ
必要に応じケース会議等を実施し、個々の障がいや心情に寄り添った適切な支援に
努める。

・学期ごとの改善会議で授業を見直すことができた。授業前に目標や
支援を共通理解できるような単元題材別指導計画の活用方法を検討
する。
・学部会や朝の打ち合わせを活用した情報の共有は継続し、学部とい
うチームで児童を指導するという視点での取組に努める。

Ｂ

・年間指導計画や単元題材別指導計画の見
直し、職員研修をさらに進め、児童生徒一人
一人の教育的ニーズに応じた指導・支援を充
実させてほしい。

生活単元学習の単元題材別指導計画で、各教科の目標を明確にできるよう様式を検
討する。

諸帳簿等の運用、作成に関す
る確認事項を周知する。

個別の指導計画等の作成方法、原本の取扱いを周知する。

Ｂ統合型校務支援システムでの作成等について計画的に全体周知し、諸問題に即時に
対応する。

教務

系統的な年間指導計画と単元
題材別指導計画を作成する。

音楽等の学びを整理し、小・中学部共通の様式で年間指導計画を作成する。

Ｂ

Ｂ

・学習内容に偏りが出ないように、各教科等の領域を網羅した年間指
導計画に修正する。
・個別の指導計画などの作成において、学習指導要領に定める目標
に準拠して適切に評価できるように、新転任者（希望者）研修や職員
研修として研修を計画的に行う。また、演習タイプの研修形態も取り入
れる。

Ｂ
・教職員の研修をさらに充実させ、ICTの活用
を推進してほしい。

学校研究におけるＩＣＴグループと連携をとり、授業活用情報を提供する。

校務におけるICT活用情報の提
供をする。

ＩＣＴ活用の情報集「ＩＣＴ早わかり」と「情報セキュリティ要項」の内容を紹介する。

Ｂ校内のサーバーやクラウドの使い方について、研修会やポータルお知らせで周知を
図る。

情報

授業におけるICT活用情報を整
備する。

ICT活用の基本情報について教員全員に資料集を配布し、随時資料を追加する。
Ｂ

Ｂ

・情報セキュリティ要項について、今年度変更、追加した内容につい
て、修正を加えて、データを更新し、周知する。
・ＩＣＴ活用の情報蓄積の部分を、校内研究のＩＣＴ活用グループで担
い、研修課と連携して進めた。今後、研究をまとめ情報提供をする必
要がある。
・写真データのリサイズについて、周知徹底を図るようにする。

Ｂ

・災害時等における実践的な訓練を継続して
ほしい。

・人権が尊重された指導・支援を充実させてほ
しい。

児童生徒及び保護者へアンケートを実施し、問題行動等やいじめの早期発見に努め
る。

児童生徒間の良好な関係を築く
ような活動を計画する。

集会等の活動を積極的に行い、児童生徒がより多くの人と関わる機会を設定しながら
人権意識を養う。 Ｂ
児童生徒同士が学部を越えて自由に意見を出し合える活動を実施する。

児童生徒

児童生徒の実態把握を行い、
問題行動に対して、未然防止に
努める。

他校の取組なども参考にしながらより良い指導支援が行えるよう計画・実行する。

Ｂ

Ｂ

・問題行動を未然に防ぐため、いじめに等に関する研修会を年度初め
に実施したり、迅速に対応ができるよう指導体制を整えたりする。
・全校集会数を減らしたことで、クラスでの特活は充実したが、全校生
徒の前で発表をするなどの経験が不足したため時期を見直す。
・危機管理マニュアルに基づいた教育活動の充実を図るため、年度始
めに研修を行い、危機管理マニュアルと各種訓練の行動様式の整合
性を図る。

Ａ
・緊急時対応については、次年度の課題にあ
る「教員間の役割整理」をさらに進め、誰もが
動ける体制づくりを期待する。

児童生徒の目線に立った安全点検やヒヤリハット事例の集約を行い、危険箇所に迅
速に対応する。

児童生徒の現状を踏まえた性
に関する指導の充実を図る。

実施した性に関する指導の内容について共有し、児童生徒の実態に即した系統的な
年間計画を作成する。

Ｂ
包括的セクシュアリティ教育の考え方を大切にした、幅広い性教育の授業を実施す
る。

保健

緊急時対応を具体化し、事前事
後の危機管理意識の向上を図
る。

様々な学校事故を想定した緊急時シミュレーションを実施し、課題や改善点を共有す
る。

Ａ

Ａ

・校外歩行やグループ学習等での緊急時対応について、教員の体制
や役割を整理する。
・今年度作成した性に関する指導の年間計画を活用することができる
よう、各学部との連携を図ったり、実施状況の確認・共有方法を見直し
たりする。
・児童生徒の個別の性に関する課題に関して、積み残しがないように
実態把握・評価できるような仕組みを提示する。

Ｂ
・今後も児童生徒や保護者への情報提供、教
職員間の共通理解を行い、適切な進路指導に
努めていただきたい。

掲示板に実習の内容や活動の様子を掲示したり、報告会を行ったりして、児童生徒・
保護者の進路意識の向上に努める。

進路情報の提供を行うとともに
進学等に関する職員研修や事
業所見学の充実を図る。

進路だより、ホームページ等を通して、進路に関する情報提供を行う。
Ｂ

就労継続支援事業所の種類や特徴についての職員研修を実施する。

進路指導

実習に係る業務を円滑に進め
るとともに、実習の学習効果を
高める。

各担任が見通しがもてるよう、現場実習や校内実習に係る業務を明確にしたスケ
ジュールを作成し、提示する。

Ｂ

Ｂ

・スケジュールについては、進捗状況や実態に応じて適宜見直しを行い柔軟に
対応していく。掲示については、掲示時期や場所を見直し、より多くの児童生
徒・保護者の目に触れるように工夫していく。
・進路情報の提供については、必要な方法を確実に伝えるため、発信方法の検
討が課題である。対象や目的に応じた情報発信の在り方を見直していく必要が
ある。
・就労支援の制度や周辺の事業所の状況も変化しており、最新の情報や共通
理解を持続させるためにも、今後も継続して職員研修を行っていく。

Ｂ
・アンケートの電子化など、保護者が意見を出
しやすい環境づくりをさらに進めてほしい。

PTA行事や学校行事後に保護者、教職員にアンケートを実施し意見を反映する。

卒業生の生活を知ることで将来
の自分の生き方を肯定的に考
える力を高める。

20歳を祝う意味を知る授業を通して、自分の将来を考える機会を設ける。
Ｂ

卒業生の近況の把握の為、必要に応じて関係諸機関との連携を図る。

庶務

学校行事への意義やねらいに
対する理解を深める。

保護者と教職員が連携をとり、学校行事を通して、協働する活動を行う。
Ｂ

Ｂ

・PTAと協働することで参加者を増やし、保護者が子どもたちの将来に
ついて考える機会を提供していく。
・アンケート結果をPTA便りで掲載することや、アンケートを電子化へ
移行することを検討していく。
・卒業生の高校卒業後の生活を知ることで、生徒達が将来を考える一
つの機会となるように、積極的に関係機関との連携を図る。

Ｂ

・今後も、児童生徒一人一人の教育的ニーズ
に応じた指導・支援を充実させるため、教職員
の専門性と指導力を向上させる研修内容・方
法の改善を図っていただくことを期待する。

療育を必要とする全ての児童生徒に指導が行き渡るようにスケジュールを調整し、専
門家による指導・助言を一覧にして回覧することで、全職員が共有できるようにする。

校内研究の計画的な実施と、研
究のまとめの作業を体制を整え
る。

研究推進委員会や研究に関することの年間計画を作成し、全職員が学校研究に対し
て見通しをもてるようにする。

Ｂ
学校研究のテーマに基づいた指導の共通理解を図るため、課題設定や授業実践に
ついて、学部やグループ内での意見交流の機会を設ける。

研修

職員研修や療育支援事業を充
実させることで、教職員の専門
性や指導力の向上を図る。

事前アンケートで職員の困り感を把握し、ニーズに応じた研修を行うとともに、県内外
で実施された研修のレジュメや受講資料を共有する。

Ｂ

Ｂ

・新転任者研修や職員研修を、職員のニーズに応える形で実施する
ために実施期間を見直すとともに、アンケート内の少数派の意見をど
う反映していくかを検討していく。
・校外研修の資料や療育支援事業で受けた指導・助言を職員全体で
共有できていなかった。回覧で回すのか、ポータルサイトに挙げるの
かなど、共有する方法も検討が必要である。あるいは、夏期研修週間
で、OTやSTを招聘し、全体研修にするということも検討したい。
・学校研究を含む研修に充てる時間を確保するため、業務の精査や
研究内容の精選は必要不可欠であると考える。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

・授業におけるICT機器の効果的な活用
いろいろな授業や行事において、丁寧な指導が行われていた。
今後も引き続き一人一人に寄り添った指導を行ってほしい。

・人権が尊重される教育・環境づくりの実践

・安全・安心な教育環境の更なる整備

Ｂ

・本校（小学校）特別支援学級に在籍する児童
への指導方法について、巡回相談でアドバイ
スをいただいた。今後は、より多くのアドバイス
をいただき、本校の特別支援教育を充実させ
たい。

必要に応じて視覚や聴覚、肢体不自由部門と連携して児童生徒の指導・支援の充実
を図る。

センター的役割として、地域の
教育相談を実施する。

相談内容に応じて、事前に参考資料を準備したり本校職員から助言をいただいたりす
る。

Ａ
教育相談実施後にはその後の変容や現状等を相手校と電話で共有するとともに、相
談内容や助言内容について部内で共有する時間を設ける。

支援

特別支援教育推進ネットワーク
を活用し、専門性に応じた支援
の充実を図る。

アンケート等を通して、校内のニーズや困り感を集約する。

Ｂ

Ｂ

・年間を通して校内の困り感やニーズを集約できるよう体制を整え、必
要に応じて視覚や聴覚、肢体不自由部門の先生に来校していただき
指導・助言をいただく。
・教育相談については、事前調査シートを早めに提出してもらえるよう
に教育事務所や相談校にお願いし、より適切な指導・助言を行えるよ
う担当者や部内での協議を綿密に行う。

特１９


